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数学実践REPORT
16世紀イタリアで行われた数学の試合を行いました

事前準備

他班が作成した３次方程式を実際に解く

 カルダノとタルタリアについて�べているうちに、16��のイタリアで代��が盛んであることを知りました。
�う流�の2�がそれぞれ3���式をつくり、�いに�き�う��が⾏われていたそうです。「これは授業のネタ
となるぞ」と思い、���理から�立��へとつなげるワンクッションとして、��Ⅱを履�している2年⽣向け
に授業を⾏いました。��史を��することのプラスアルファとして、いつか��史と�めた授業��を⾏いたい
と�えていたため、念願が�いました。また、⽣徒の��・発�から思わぬ発⾒もあったので��します。

北��札���⼯業�等�� 吉⽥�杜 15 June, 2024

 あまりに��のない３���式を作られて
も�く側が�ると�え、くじ�きを⾏い、
「くじに書かれた3つの��」を�とする３
���式を作ってもらうことにしました。く
じには相�３���の他、��共�の�を�
ぜました。こうすることで、����となる
ことを�ぎました。3�の��は1とし、��
は��となるようにくじを作成しています。
 また、３���式の作り�を授業の�めに
��しました。右の��のように、黒�で�
開する��を⾒せることで、問題作成で�ら
ないように⼯夫しました。
 正しく問題を作れないと、�戦相⼿が�く
ときに�ってしまいます。したがって、グル
ープの中で、作成した問題に間�えがないか
��する時間を�けました。

 くじ�きの中�（�の��となる��たち）は⽣徒に�開し
ました。つまり、その��たちを代�し、�が0になるかを�
�することで�を�っていきます。その�、⽣徒は授業の中で
��な�⾒を�してくれたので、��します。
「2�や1�の項がないときは、���が怪しいぞ」
「��項が��のときは、めっちゃ簡単」
「��項の��を代�したら、うまくいくっぽい」

 ⽣徒の声を�き�っていくなかで、3�の�と��の��にか
かわる発�や、�立��へとつながる発�が�てきて、⼤��味
�かったです。また、これまでは���理と�立��のつながり
を�識させることなく、（まるで⼩��の筆算のように）�械的に
�立��を�えていました。しかし、この授業を間に挟むこと
で、�らかに⽣徒の理�度の�みが�しました。ただ、やはり問
題の間�いが発覚し、どうやっても（��の範囲では）�けない
3���式を�題してしまう�が�在したことは�省点です。

授業をやってみて
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